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≪ メシアはどこ |二  》

イエス 。キリストのご降誕を記すマダイとル″の福音書 を読おと、尚者

の記述におけるイエスと両親の、通審な強行スケジュールに読者は悩まさ

れます。本籍地のベツレーヽ ムにもかかわらず、宿屋以外に、これといった

宿
'自

九 もなさそうで、その近 i遭 には、:親戚のザカ :リ ア (と 二L!ブ ザベツ )の

家 くらヽヽ しかありませんで
｀
した。無事にナザ レの自宅に絶 |′1緩 くまでの彼

らの長期間の場場所の確保には、神による御カロ護はどうしても不可欠だっ

たはずです。

そんな慌ただしいイエスと両親に出会 う (拝礼する )た め 11ヽこ逃マ、東方

から博士たちがやって来ます。「 お生まれになったユダヤ人の工 」を訪ね

て。彼らを導 く「 その星 」が空に出現 した時ぼ「 お生まれになった 」ので

あるならば、イエスと両親のベツレヘムでのサ;:管 在期間はけインして短期間で

は
',断

まなかったはずなのです。

博士たちが「 その盤 」に導かれて最初に迪 ′,着 いたのは、ベツレ′＼ムの

数キ曹手前のエルサ レムでした。ヘロデ大二の官殿のある都は、博士たち

|こ とってJ2_ダ ヤの工の生涎に相應 しい場所 <゛ した。けれと
｀`
も来誇の博士た

ち以外に「二の生誕 」の '1蒲 :報 を知る者は譲 もおらず、衛やは大=騒 ざとなり

ます。騒 ぎを聞いた五は、祭司長や律法学者を集めて対策会議を開き、真

相究明に乗 り出し、保警文書 を調査して預常者 ミカの文書に紀 された該当

箇所から、生試ま滋は「ベツレヘム」であることを書1り 出します。

待金室にヽヽた博士たちは、ヘロデ大IE_の 力む接間に通されて事情聰取 を受

けます。「 その星は、いつ出現 したのか 」と。もちろんへて,デエは間機的

に噂の「 ユダヤの工 」の生`誕 日を突き止めたかったので
｀
した。

権力者なら直ちに官憲を差し向けるの力ヾ筋です。ただ、I朧 策に配慮 して

行動 しないと、どんなしっ′
′ヾ返 しを無らうことになってしまうのか…。

ヘロデは狡猾に撮 る舞う選択 をします、「 行ってその子のことを詳 しく調

べて、見つかったら報せて くれ。自分 も同行 して拝おから」と、道にもな

ヽヽことを1専士らに告げて送 り曲しました。

夜が貢けて、一時はエルサレム上蛍で見失ったあの星が、尋び彼らの頸

上に輝 き始めます。被らはもうじき長旅 を終えることになるで
｀
しょう。そ

の里は生誕の二の構場所の真上で輝いています。そこは一軒家だったのか

もしれません。「 家に入 ってみると、幼子が母マ |リ アと共におられた」の



で
｀
した。博士たちの胸にも大きな歓びが生まれたのは言 うまでヽもありませ

ん。持ち守った贈 り物を、彼らは母子の前に並べました。

宿羅には幸いにして輩き部屋も増え、彼らの宿 1白 するま卜感 もあったよう

です。一晩 、彼ら|よ そこて
い
晨なの痰れを癒 します。すると、その夜σ》夢で

お告げをう‡サます、「 エルサレム′)工 √)と (1ろ に戻るな 」這。彼らがすで

に、報告を後回しにしていたことも幸いします。マ |リ アに抱かれた 111」

の咸厳はすでにヘロデのそれを大きく上回っていたようで
｀
す。

その星の導きを主導した神は異国の華事士 (祭 司 )た ちの書金 をもイ果障 し

ていたのでした。

《 夕もの声 と人の声 ≫

マルコ輻音書は、洗札者菫ハネが、ガ |プ ラヤの領主の′＼t,デ (ア ンテ ィ
パス )の 宰に入れられて、最後に処刑 されるまでの情報 を詳 しく記 |シ てい

ます。イエスの降綻物語には一切触れない ilの 福昔書は、「荒れ野 <゛嗜ば

わる者の声 」の主 (ぬ し )で
｀
ある洗礼者コハネの、晩年√)λL齢 から始まり

ます。この椰者書の 1章 4節 には以下の文常が記 されて、ヽます。

洗礼者ヨハネが驚れ野に現れて、罪の散 しを得させるために、′l薮 い

改めの洗礼 を宣べ伝 えた。そこで、スダヤの金地方とエルサ レムの金

住民は、ヨハネのもとに来て、罪 を告漁し、ヨルダン川で彼から洗札

を受けた。

洗礼 í瞥 ブハネは、当時かなりの有名人でした。その彼が領上の下 I II導行

されたのは、頓上の結婚における律法主菫反 を声高にILヒ判 したからて
°
した。

16世紀の英国二が、法に反する結婚を強行 したとき↓二、これを麟 しく
批判 し、反逆罪で処升llさ れたのは、「 ユー トビア 」の著者、人大学者で政

治家の トーマス・モア(1478-1535)で した。世の支配者グ)罪 を、'I:iぞ と非難

で
｀
きる人こそ時代 を超えたの「声 」の主 (ぬ し )で

｀
あり民衆の絶大な :た持

を受けること|に な ります。

さて、戦書 :こ 員ると、洗ネtぃ者ヨハネσ)許 :こ「ユダヤの全地方とエルサ レ

ムの合住民 」が彼の支持者として集って来ていたことは、鸞 〈r｀くき事実で

した。さらに、そんな彼の静 |=最後に現れたのが、ガリラヤのナザ レから



来た大エヨセツの子のイエス、ユダヤ人の中では、まだ無名め F瀬 言者 」

としてく)そ √)人′)公 生濃は多くのユダヤの民衆と岡じで、コノヽネの洗礼を

横かることから女台まりました。

その時、人から大きな声が響き波 ります。

あなたは私の愛する子 。私のFtに 適 う者 (私 はあなたを轟ぶ
｀
)。

洗ネL者 自身、この時初めて人の声 を聞 くことにな ります。イエスに洗礼

が横 けられることにおいて何か特燿tlの ことが生 じたので しょうか ?

神によって備 えられたイエスの道程が、洗礼者コハネのそれ をはるかに

凌いで
｀
余 :サ あるもの となってい くことは、まだ譲にも知 らされてはいませ

んで した。


